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研究成果の概要（和文）：アフリカ資源国では資源収入と直接投資の増大と並行して，一部の例外国を除き貿易
収支が急速に悪化すると同時に，対外債務が急速に増加していることが明らかになった。またガーナ国での調査
を通じ，植民地からの独立以来，長期間一次産品依存が続き弱体化した製造業の中でも存続してきた製糸・織
物，縫製業などの軽工業が，2000年代に入り更に衰退へと向かい，産業構造にも変化が見られることが明らかに
なった。ただし製造業の衰退が資源牽引型経済成長の影響によるものか，あるいは中国からの輸入増加等，他の
要因との複合的な影響によるかについては更なる分析が必要である。

研究成果の概要（英文）：In the sub-Saharan African countries, which saw natural resource-led rapid 
economic growth in the 2000s, have experienced deterioration of the trade balance, in parallel with 
the increases in resource revenues and the inflow of foreign direct investment. In the meantime, 
they also started to accumulate new external debts. Moreover, through the field studies and 
interviews in Ghana, the light manufacturing such as yarn, textile, and garment industries are found
 to be declining in the 2000s while the extractive industry grows, leading to an industrial 
structural change.  This change requires further analysis as the cause can be the resource-led 
growth, increase in imports from emerging economies, or the compounds of those multiple factors.
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１．研究開始当初の背景 

2000 年代以降，サハラ以南アフリカ諸国，
特に天然資源を有する国々は天然資源開発
投資の流入により好調な経済成長を見せた。
このような採取産業牽引型の経済の急成長
は 1970 年代の原油価格などの高騰に伴うブ
ーム期にも見られたが，当時のサハラ以南ア
フリカ資源輸出国では，投資ではなく消費の
拡大，都市化の促進と農業の停滞，輸入依存
体質の強化，食糧問題の発生など多くの問題
を生み，その後 80 年代から 90 年代に至るま
でのアフリカ地域の長期的な経済停滞につ
ながった。2000 年代の経済成長は，国際資
源価格の高騰と新興国の成長による資源需
要の増大による資源ブームであるという点
で，アフリカ資源国にとって過去と同様の問
題を生み出している可能性を持つ一方で，採
取産業のみならずサービス業向け投資の増
加も指摘されるなど，かつてとは異なる状況
が生まれている可能性も予見された。 
 
 
２．研究の目的 

上記のような背景と問題意識に基づき，本
研究ではアフリカ資源国の 2000 年代の資源
ブームと経済成長がもたらした影響や成果
を定量的に，また質的に再検討することを目
的とした。特に，植民地の経済構造が根本的
に変化することなく，独立以降も長期にわた
り天然資源輸出に依存してきた経済におい
て，新たな資源ブーム，すなわち国際資源価
格の高騰に起因する直接投資の増加による
経済拡大はどのような経済変化をもたらす
のか，過去とどのような点が異なるのかを明
らかにすることを本研究の目的とした。 

また，これまでのアジア諸国の経験から，
直接投資は経済成長を促進すると理解され
ている。しかし，アジア諸国で広く見られた
直接投資が製造業分野のものであった一方
で，アフリカ諸国等で広く見られる採取産業
分野向けの直接投資の流入は，受入国領土内
における経済活動の拡大（すなわちＧＤＰの
増加）をもたらす一方で，現地の産業構造，
特に製造業，農業などに与える影響について
は，明らかではない。本研究ではこの点につ
いても焦点を当てることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 

  研究は主にアフリカ資源国の現地調査・イ
ンタビューに基づく質的分析，および現地で
収集した統計やその他公開されている経済
統計にもとづいた計量経済分析に基づく定
量的分析によって実施した。また質的調査に
関しては，2007 年に原油を発見し 2011 年よ
り商業生産が開始されたガーナ国を調査対
象とし，2016 年 3 月（7 日間），2016 年 9
月（20 日間），2017 年 9 月（13 日間）の計

3 回にわたり訪問し，資源関連省庁や国営企
業，製造業企業（比較的大規模なものから零
細・個人経営まで），職業訓練校などにおけ
る聞き取り調査などを行った他，National 
Archive 等で資料の収集も行った。 
 
 
４．研究成果 

  本研究により主に明らかになったことは，
資源国では資源収入と直接投資の増大に伴
い，コートディボワール，コンゴ共和国，ザ
ンビアなど一部の例外国（あるいは一時の例
外期間）を除き貿易収支が急速に悪化し赤字
が急拡大すると同時に，対外債務が急速に増
加しているという点である。またガーナ国に
おける調査を通じて明らかになったのは，植
民地からの独立以来，長期間一次産品依存の
続いた経済で既に製造業が脆弱である中で
も存続してきた製造業，特に製糸・織物，縫
製業などの軽工業が，2000 年代に入り更に衰
退へと向かっている状況である。ただし，製
造業の衰退については資源牽引型経済成長
の影響か，あるいは中国からの輸入増加の影
響かは明らかではなく，更なる分析が必要で
ある。 

他方で，サハラ以南アフリカの多くが 1990
年代からの重債務貧困国救済イシニアチブ
（HIPC）の対象国であり，大半が 2006 年頃
に債務免除を受けていること，またその多く
が資源輸出に依存する経済であることを鑑
みると，2000 年代の資源ブームによりアフリ
カ諸国は再び債務累積と国内産業停滞を加
速させていると見ることもできる結果が得
られた。この点は本研究から得られた重要な
気づきである。すなわち，2000 年代の先進国
および新興国の景気拡大・金融拡大に伴って
アフリカ資源国の経済もまた拡大したが，同
時に重債務国であったアフリカの国々が，こ
れまでアクセスをもたなかった国際資本市
場から資金調達を行うことが可能になり，新
たな債務を累積させている。ガーナ国の調査
から明らかになったことは，資源収入の増大，
外部からの資金調達が可能になったことが，
資源国政府のマクロ経済政策および支出行
動に変化を及ぼしており，人々の政府支出へ
の期待にもまた変化が見られているという
点である。このような状況は天然資源依存経
済の重要な問題点とされる，経済および政府
財政の従循環性に当てはまり，過去の資源ブ
ームと同様の問題が現地の経済政策面でも
現れていることが明らかになった。 

なお，サハラ以南アフリカ諸国における興
味深い比較対象として，農業一次産品に依存
した経済ではあるものの鉱物資源は豊かで
はないサハラ以南アフリカの国，エチオピア
において軽工業部門向けの海外直接投資が
増加しており，他方でインフラ投資のための
対外債務が累積している事例について，本研
究および他の研究課題を通じ観察・分析する



ことも予定していたが，現地の情勢などから
訪問・調査は叶わなかった。 

アフリカ諸国の新たな債務の累積につい
ては，引き続き詳細な分析が必要であると考
えられ，平成 30 年度以降の新たな研究課題
として分析を深めていく予定である。 
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